
電子黒板を使用した担当教員とＡＬＴ（外国語指導助手）
電子黒板を使用した担当教員とＡＬＴ（外国語指導助手）によるティーム・ティーチングの授業

によるティーム・ティーチングの授業

家庭科の授業「幼児とのふれ
あい体験」で

家庭科の授業「幼児とのふれ
あい体験」で

ゆたか幼稚園へ訪問ゆたか幼稚園へ訪問

みのり幼稚園へ訪問みのり幼稚園へ訪問

第67号議会だだよよりり
稲敷稲敷市市

　市内の幼児施設や小中学校ではALTによる英語教　市内の幼児施設や小中学校ではALTによる英語教
育が行われ、生きた英語を学んでいます。また、全育が行われ、生きた英語を学んでいます。また、全
中学校の家庭科授業で「幼児とのふれあい体験」を中学校の家庭科授業で「幼児とのふれあい体験」を
予定しておりましたが、一部の学校では新型コロナ予定しておりましたが、一部の学校では新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止となりました。ウイルス感染拡大防止のため中止となりました。

写真／東中学校写真／東中学校
（総務教育常任委員会所管）（総務教育常任委員会所管）

発行日／令和４年２月１日発行日／令和４年２月１日

令和３年第４回定例会の報告………P２
令和３年第２回臨時会の報告………P４
市政を問う一般質問（12人） ……P５
委員会の審査経過と結果……………P17
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令和３年第４回稲敷市議会定例会が１２月６日から１２月１７日までの

１２日間にわたり開かれました。

　開会日には、市長から１０議案（条例改正１件、各会計補正予算６件、

財産の無償貸付１件、市道路線の認定・変更２件）および追加議案１件（一

般会計補正予算）の上程があり、追加議案１件を採決しました。

　最終日には、各常任委員会から審査経過等の報告を受けた後、討論・

採決を行い、市長から追加議案１件（一般会計補正予算）を含め、議案

はすべて可決されました。

　議会の審査経過および議決の結果については下記をご確認ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１２月 ６ 日（月） 開会
議案１０件について市長の提案理由説明を受ける。
追加議案１件について市長の提案理由説明を受け、質疑、
討論、採決する。

（７日　議案調査のため休会）

１２月 ８ 日（水） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】

１２月 ９ 日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
各常任委員会へ議案１０件を付託する。

１２月１０日（金） 常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

１２月１３日（月） 常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】

１２月１４日（火） 常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】

（１５日　議事整理のため休会）

（１６日　議事整理のため休会）

１２月１７日（金） 各常任委員長から付託議案の審査報告を受け、議案１０
件について討論、採決を行う。また、追加議案１件につ
いて市長の提案理由説明を受け、質疑、討論、採決する。
閉会
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 99 号 稲敷市国民健康保険条例の一
部改正について

健康保険法施行令等の一部改正
に伴い条例の一部を改正するもの 市民福祉 原案可決

（19 : 0）

議案第100号 令和３年度稲敷市一般会計補
正予算（第９号）

予算総額を239 億 2,017 万 5 千
円とするもの※計数整理

総務教育
市民福祉
産業建設

原案可決
（19 : 0）

議案第101号 令和３年度稲敷市国民健康保
険特別会計補正予算（第２号）

予算総額を50 億 4,142 万 1千円
とするもの 市民福祉 原案可決

（19 : 0）

議案第102号 令和３年度稲敷市介護保険特
別会計補正予算（第２号）

予算総額を41億 8,152 万 8千円
とするもの 市民福祉 原案可決

（19 : 0）

議案第103号 令和３年度稲敷市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

予算総額を10 億 2,878万 4千円
とするもの 市民福祉 原案可決

（19 : 0）

議案第104号 令和３年度稲敷市介護サービス
事業特別会計補正予算（第１号）

予算総額を1,289万 5千円とする
もの 市民福祉 原案可決

（19 : 0）

議案第105号 令和３年度稲敷市下水道事業
会計補正予算（第１号）

資本的支出予定額を11億 9,866
万円とするもの 産業建設 原案可決

（19 : 0）

議案第106号 財産の無償貸付について
認定こども園つばさ（社会福祉法
人愛親会）に係る協定書に基づき、
市所有地を無償貸付けるもの

総務教育 原案可決
（19 : 0）

議案第107号 市道路線の認定について 市道（江）3582 号線および市道（江）
5443号線を認定するもの 産業建設 原案可決

（19 : 0）

令和３年第４回 令和３年第４回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会
令和３年度稲敷市一般会計補正予算令和３年度稲敷市一般会計補正予算
（第１０号）および（第１１号）が可決（第１０号）および（第１１号）が可決
子育て世帯への臨時特別支援事業４億7,590万９千円を追加
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※ 計数整理について
議案第 109 号「令和３年度稲敷市一般会計補正予算（第１０号）」が、議案第 100 号「令和３年度稲
敷市一般会計補正予算（第９号）」より先に議決されたため、合計予算額の計数整理を行いました。
※※ 議長 （篠田純一）は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することに
なります。）

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第108号 市道路線の変更について 市道（江）3274号線および市道（新）
1046 号線の終点を変更するもの 産業建設 原案可決

（19 : 0）

議案第109号 令和３年度稲敷市一般会計補
正予算（第１０号）

予算総額を231億 4,632 万 5 千
円とするもの※計数整理 ― 原案可決

（19 : 0）

議案第110号 令和３年度稲敷市一般会計補
正予算（第１１号）

予算総額を241億 7,421万 5 千
円とするもの ― 原案可決

（19 : 0）

令和３年第２回稲敷市議会臨時令和３年第２回稲敷市議会臨時会会
　令和３年第２回稲敷市議会臨時会が10月29日（会期１日間）に開かれました。本臨時会
の議案は市長提出議案２件、議員発議１件でした。議決結果については下記をご確認ください。

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 97号 令和３年度稲敷市一般会計補
正予算（第７号）

予算総額を 229 億 2,347 万 9 千
円とするもの ― 原案可決

（19 : 0）

議案第 98号 令和３年度稲敷市一般会計補
正予算（第８号）

予算総額を 229 億 2,445 万 6 千
円とするもの ― 原案可決

（12 : 6）

発議第 6号

療養休暇中市職員が山下恭一
議員によるハラスメントによ
るものか、又不当要求疑惑等
に関する調査特別委員会の調
査権限等の追加に関する決議

地方自治法第 98 条第 1項の権限
を追加し、調査経費を 98 万円以
内と定めるもの

― 原案可決
（12 : 6）

賛否の分かれた
案件の議決結果

無所属 公明 共
産

結果
沼　

﨑　

孝　

雄

寺　

﨑　

久
美
子

椎　

野　
　
　

隆

中　

沢　
　
　

仁

黒　

田　

茂　

勝

根　

本　
　
　

浩

竹　

神　

裕　

輔

山　

本　

彰　

治

岡　

沢　

亮　

一

篠　

田　

純　

一

中　

村　

三　

郎

伊　

藤　
　
　

均

高　

野　

貴
世
志

柳　

町　

政　

広

山　

下　

恭　

一

遠　

藤　

一　

行

若　

松　

宏　

幸

松　

戸　

千　

秋

浅　

野　

信　

行

山　

口　

清　

吉

議案第 98号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ▲ ○ × × × ○ 原案可決

発議第 6 号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ▲ ○ × × × ○ 原案可決

※ ○は賛成　×は反対　▲は除斥
※※ 詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※※※ 議長 （篠田純一）は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決すること

になります。）
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市長

中 沢　 仁
議　員

第
４
回
定
例
会
に
は
、
12
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
下
部
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や
専
用

ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
視
聴
い
た

だ
け
ま
す
。

水稲農業者の存続維持のた
めの方策は

転作による安定収入の確
保を推進する

筧市長

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で飲食
店は時短営業などを余儀なくされ、食材の消
費の落ち込みは底が見えず、本市の基幹産業

である農業の存続さえ危機である。持続可能な経営
ができるよう営農計画書を提出している水稲農業者
への支援事業の取組みと昨年の実績を伺う。

中沢

　主食用水稲次期作支援事業として、営農計画書を提出してい
る方または、水稲共済に加入している市内の稲作農家を対象に
次期作における肥料、農薬等農業資材の購入費の一部を助成す

るための補助金として、10ａ当たり 5,000 円の本市独自の制度を行っています。
事業の実績は、1,417経営体に１億4,662万4,000円を交付し、面積は2,932haです。

　2020 年農林業センサスから販売を目的とした水稲農業を営む
農家数は 1,360 戸で、農業経営戸数 1,531 戸のおよそ 89％にな
ります。５年前と比較すると、販売を目的とした水稲農業を営

む農家数は約 540 戸減少しています。その一方で、作付面積の減少は 10ha 程度
にとどまっていて、高齢化や後継者不足等により離農する農家が増えると同時に、
経営規模を拡大している農業者が増加している傾向です。

　経営の効率化を支援するため、「人・農地プラン」に基づき、
中間管理事業を利用した農地集積の促進、また、それぞれの地
域の担い手同士の話し合いの場を提供することで、耕作地の交

換による団地化を推進しています。

　農業次世代人材投資事業で、就農資金として年間 150 万円を
最長５年間交付する制度があります。また、市独自の新規就農
者育成支援事業では、新規就農後３年間にわたり年 60万円の補

助金制度等があります。
　今後も需要がある手厚い助成が受けられる飼料用米や輸出用米、加工用
米への転作を推進し、安定した収入確保を図りたいと考えています。また、
水田は多面的な機能を持った地域の重要な資産であるので、その保全につ

いても支援していきます。

　令和３年度の営農計画書は、耕作面積が 2,500㎡以上の 3,079
経営体に配付し、提出件数は 1,975 経営体、比率は 64.1％です。

地域振興部長

地域振興部長

地域振興部長

地域振興部長

地域振興部長

　営農計画書の提出件数と比率の現況を伺う。

　現在の水稲農業者数を伺う。

　水稲農業者への将来的な支援事業の取組みについて伺う。

　水稲農業者への新規就農者育成と長期的な支援策について伺う。

中沢

中沢

中沢

中沢
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沼 﨑 孝 雄
議　員

ゼロカーボンシティの実現に向け
た取組みは

再生可能エネルギー導入計画を推進筧市長

　計画の目指す環境像は、「水と緑の豊かな自然をみんなで守り未来につ
なげるまち 稲四季」です。その実現のため地球温暖化を緩和することも重

要な取組みの一つであり、「地球温暖化対策の推進」という基本方針を立て温暖化対策を進
めるため、「稲敷市再生可能エネルギー導入計画」を策定し、2050 年までにゼロカーボンを
目指すために、中長期目標の設定、導入区域や環境配慮、地域貢献に関する方向性を定めて
いく予定です。その施策の一つとして、公用車のエコカー導入を位置づけています。

　ゼロカーボンシティの実現は、非常に困難な取組みであることが想定さ
れますが、徹底した省エネによるエネルギー消費量の削減、再生可能エネ

ルギーの導入等により二酸化炭素を減らすことが重要です。さらにエネルギーの利用形態に
応じて、より二酸化炭素の削減につながる選択をすることや燃料の種類を変えていくことも
重要です。市内外における森林整備・管理による二酸化炭素の吸収量の拡大、市外からの再
エネ燃源調達やカーボンフリー燃料などの購入により相殺するなど、市と民間企業が協力し
ながら推進していきます。

　本市で管理している公用車は 114 台です。エコカーは、ハイブリット車
23台、電気自動車１台、プラグインハイブリット車３台、クリーンディー

ゼル車２台、計 29 台導入しており、導入率は全体の 25.4％です。平成 25 年度から公用車
購入に際し、環境配慮型の次世代型自動車エコカーを導入しています。また、毎年度公用車
更新計画を作成しており、適正な維持管理に努め更新の際に毎年度３台以上のエコカーの導
入を計画しています。

市民生活部長

市民生活部長

行政経営部長

　稲敷市環境基本計画が策定されたが、計画の目指す環境
像について伺う。また、基本方針である地球温暖化対策の

推進、稲敷市地球温暖化対策実行計画、省エネルギー化再生可能
エネルギー導入を促す施策を展開するとあるが、その進捗状況を
伺う。

　CO2（二酸化炭素）を排出実質ゼロにすることを目指すゼロカーボンシティはど
のように実現するのか伺う。

　2029 年までの計画期間を 2050 年までの長期計画とし、実質ゼロに取り組み、ゼ
ロガーボンシティ宣言を表明する考えはないか伺う。

　現在、本市が所有している公用車の台数とエコカーの割合について伺う。

沼﨑

沼﨑

沼﨑

沼﨑

　稲敷市再生可能エネルギー導入計画での検討、そして、自治体新電力の設立などを
進めていく中で、ゼロカーボンシティ宣言の必要性について検討していきます。市長
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寺﨑久美子
議　員

　10 月に行われた衆議院選挙において江戸崎総合高等学
校の期日前投票は全国で注目を集めたが、投票率の低下は

否めない。
　投票率を上げるには、自宅から投票所までの距離が近い、広い
駐車スペースの確保などがある。あずま北小学校投票所では、バ

リアフリーなど投票弱者への配慮が十分ではないと感じられた。まず、本市での投票所の投
票区域と設置基準について伺う。

　投票所のバリアフリーの対応、備品の設置について伺う。

代理投票について伺う。

　移動投票所の先進的取組みである「巡回型移動期日前投票所」について見解を伺う。

寺﨑

寺﨑

寺﨑

寺﨑

投票環境向上の整備は

　公職選挙法の規定により、投票区は市町村の区域で行われて
います。設置基準は、総務省からの通達により投票所から選挙

人までの道程が３㎞以内、一つの投票所の選挙人の人数が 3,000 人以内などの基準がありま
す。本市では 21 か所の投票所を設けていますが、実際は投票所までの距離が４㎞を超える
投票所、3,000 人を超える投票所が複数あるのが現状です。また、投票日当日は、選挙管理
委員会が指定した投票所でなければ、投票ができないことになっています。
　指定された投票所とは別に居住する市町村の区域の有権者であれば、誰でも投票が可能な
共通投票所は、本市では現時点で導入に至っていません。

　一部の投票所ではバリアフリーが不十分で、利用する方々に
はご不便をおかけしています。係員による介助、必要な備品な

ど投票しやすい環境づくりをさらに進めていきます。

　代理投票は、選挙人本人が投票用紙に記載できない方のため
に投票所係員が代わって記載する制度です。代理投票は、あく

まで選挙人本人の自由意思に基づいて行われるものです。
　今後、コミュニケーションボードや筆談用のボードの配置なども検討していきます。

　本市では地域の集落センターで試験的に臨時の期日前投票所
の設置を行ってきましたが、移動支援の経費は国政選挙では国

費で、地方選挙でも概ね２分の１が特別交付税として措置されることを踏まえ、多方面から
投票しやすい環境づくりを進めていきます。

誰もが投票しやすい
環境づくりを進める

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長



一
般
質
問

8稲敷市議会だより　第67号

松 戸 千 秋
議　員

子宮頸がんワクチン接種の対応を
市民の負担が生じないように対応筧市長

　来年度から対象者に情報提供するための個別
通知の準備を進め、国の動向に見合わせつつ、

積極的勧奨時期と同じように公費負担できるよう対応していきた
いと考えています。

保健福祉部長

　子宮頸がんは子宮頸部にできるがんで、毎年約１万人が
罹患し、約３分の１の女性が亡くなっている。がんの中で

も唯一予防できるがんとして、予防ワクチンが世界中で使用され
ており、希望すれば公費でワクチン接種することが可能である。
安全性や有効性の確認がされ、積極的勧奨の再開が目前となっ
ている中、全対象者および積極的勧奨を差し控えられた今年度に
16歳から 24歳になる方への予診票や情報提供のリーフレット配
布、ワクチン接種の公費負担等の対応について伺う。

松戸

　子宮頸がんは年々罹患率が増加しており、女性の命を脅
かしています。ワクチン接種については、市民の負担が生

じないように対応していきます。
市長

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
本
市
お
よ
び
学
校
で
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
る

取
組
み
は

松
戸

松
戸

早
い
段
階
で
の
情
報
発
信
や
相
談
体
制
の
強

化
に
努
め
る

筧
市
長　

差
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
平
等
で
自
由
な
社
会
や
一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
、
多

様
性
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
を
目
指
す
こ

と
は
、持
続
可
能
な
世
界
を
目
指
す
上
で
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
目
的
達
成
の
た
め
に
早
い
段
階
で
の
情
報
発
信
や
相
談
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

市
長

HPV感染症を防ぐワクチン
について（厚生労働省）

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
品
の
配
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
人
権
講
演
会
や
人
権

教
室
な
ど
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
人
権
尊
重
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

　

教
育
委
員
会
・
教
職
員
の
研
修
で
は
、
県
が
作
成
し
た
「
人
権
教
育
指
導

資
料
43
集
」
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
ろ
う
」
を
活
用
し
、
職
員
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
勉
強
会
で
は
、
性
に
関
す
る

講
演
会
や
「
思
春
期
親
子
講
演
会
」
を
開
催
し
、
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
当
事
者
へ
の
支
援
体
制
で
は
、
現
在
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ⅰ
ｔ
」
と
い
う
ア
プ
リ
で
、

い
じ
め
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
お
り
、
今
後
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
も

受
け
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長



市
政
を
問
う

9 稲敷市議会だより　第67号

移
動
期
日
前

投
票
所
の
導
入
を
検
討

若 松 宏 幸
議　員

新たな移動支援サービスの導入を
検討

筧市長

　ＳＤＧｓ 11の目標「住み続けられるまちづくりを」の
ターゲットには「2030 年までに脆弱な立場にある人々、

女性、子ども、障がい者および高齢者のニーズに特に配慮し、公
共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての

人々に安全かつ安価で容易に利用できる持続可能な移送システムへのアクセスを提供する。」
とある。本市では、高齢者等に公共交通としての路線バスやタクシー利用券の補助等を行っ
てるが、不十分であると考える。
　地域には、交通サービスを利用したくても利用できない交通弱者の方々がおり、地域全体
としてどのようなお出かけサービスを必要とし、そしてどのように実現するかが大事なこと
であると考えるが、本市の移動支援の取組みについて伺う。

若松

高齢者等のお出かけを便利にする
取組みは

　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
の
本
市
の
投
票
率
は
、
４

年
前
は
期
日
前
投
票
が
普
通
投
票
よ
り
や
や
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
期
日
前
投
票
が
５
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
移
動
投
票
所
を
各
地
域
の
高
齢
者
や

移
動
困
難
者
等
の
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
答

え
ら
れ
る
手
段
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
取

組
み
は

若
松

　

江
戸
崎
総
合
高
校
で
の

臨
時
期
日
前
投
票
所
設

置
は
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
目
的
に
今
回
初
め
て
行
っ

た
も
の
で
す
が
、
今
回
の
選
挙
き
っ
か
け
に
選
挙
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
少
し
で
も
選
挙
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
生
徒
だ
け
で
な
く
３
年
生
全

員
を
対
象
と
し
て
選
挙
啓
発
を
合
わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回
同
様
県
平
均
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
要
因
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
移
動
期
日
前
投
票
所
の
導
入
に
向
け
他
市
町
村
の

取
組
事
例
な
ど
を
参
考
に
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　移動支援の取組みは、公共交通路線バス、自家用有償旅客運送事業、タ
クシー利用券の支給による支援を実施しています。公共交通路線バスや自

家用有償旅客運送については、アンケート等により随時路線の見直しをしていますが利用者
の増加に結びついていません。持続可能なサービスの提供には、一定以上の需要が必要であり、
市民ニーズが多様化しているなか、誰一人取り残さないためのサービス体制を確立するため
継続して運行コース等の再検討を行っていきます。また、制約が大きい方への重点支援につ
いては、社会福祉法人等が運営する福祉有償運送との連携をさらに強化していきます。

地域振興部長

　市民のニーズに寄り添った総合的な移動手段の確保に向けて、公共交通の適宜見直
しと併せ、新たな移動支援サービスの導入について、福祉部門との連携を図りながら

検討していきます。
市長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長



一
般
質
問

10稲敷市議会だより　第67号

山 本 彰 治
議　員

市営住宅の現状と今後の考え方は
民間との役割分担を考えながら、

柔軟に判断していく

筧市長

市内 14 か所の市営住宅の入居状況、住宅の耐用年限、
毎年の修繕費の推移、維持管理費や土地の賃借料について、

また、長寿命化計画での、今後の修繕費について伺う。

　住宅の戸数が十分にあり、耐用年限を超え、あるいは近づいているものが多くある
なか、長寿命化することだけではなくて、段階を踏みながら規模縮小や経費削減を進

めていくべきと考えるが、計画ではどのようになっているのか伺う。

　市営住宅の敷地の中で古い住宅を順次解体していくという過程で、使用している土
地と空いている土地とが混在している。空いている土地の先行利用として、あるいは

賃借料の削減のため、その土地を分筆するなどして、その後の活用を進めていく考えはない
か伺う。

　市営住宅行政が今後どうあるべきか考えるときではないかと思う。どういう方向で
進めていくのか伺う。

山本

山本

山本

山本

　11月 30 日現在、入居可能は 212 戸、うち入
居済みは 185 戸で、入居待ちの住宅はありませ

ん。現在管理している住宅の半分が築年数 40 年から 60 年を経過し、耐用年限を超える戸
数は、準耐火構造 114 戸のうち 38 戸、木造 52 戸のうち 22 戸という状況であり、58 戸の
耐火構造では耐用年限を超えるものはありません。
　過去５年間の修繕費は年平均約 750 万円で、維持管理費は年間約 2,500 万円、土地賃借
料は毎年約 406 万円となっています。また、長寿命化計画は、令和２年３月に策定し、令和
11年度までを計画期間と定めています。改善事業費は概ね１億円と試算しています。

　計画では、規模の縮小を図るため市営住宅の用途廃止、また、継続管理
する団地の計画的な改修が位置づけられています。門前、沼田、柏木、石

納および釜井住宅は現在、入居者の募集を停止し、入居者の退去後、順次計画期間中の用途
廃止を、谷中、根本、伊佐部および橋向住宅は、計画期間後の用途廃止を予定しています。

　市営住宅の敷地について、居住している部分を除いた一部を分筆して利活用を
図るのか、居住者が移転するまで待ち、一団の土地として利活用を図るのか、当

該土地の立地条件などを総合的に勘案し、活用・処分した場合の優位性を見極めた上で検討
していきます。

土木管理部長

土木管理部長

副市長

　当面は、第二次稲敷市総合計画中期基本計画に基づき、新たな住宅支援策として、
民間賃貸住宅への家賃補助などの支援策について検討していきます。将来的には公営

住宅の在り方や役割について、民間との役割分担を考えながら柔軟に判断していく必要があ
ると考えています。

市長



市
政
を
問
う

11 稲敷市議会だより　第67号

椎 野　 隆
議　員

他市町村の動向を注視
しながら慎重に検討　

　本市の投票率向上に向けて、特色ある投票済証明書の発
行および投票済証明書提示による商店等での割引制度につ

いて伺う。

椎野

選挙の投票率向上に向けての施策は

　投票済証明書については、選挙人が
投票を済ませたことを証明するための

もので、特色ある取組みは、メディアやＳＮＳなどで話題となり、
投票への関心を高めることに一役買ったと伺っていますが、投票済証明書には法的な根拠は
なく、発行自体を見合わせている市町村も全国で半数近くに上っている状況です。特色ある
投票済証明書を発行することによる投票率の向上等のメリットがある反面、利益誘導や買収
などに利用される恐れもあり、また、投票済証明書の活用による商店等での割引制度の導入
についても、発行することで投票の秘密という選挙の原則に触れる可能性があります。総務
省からは、投票済証明書の必要性については十分に検討すべきとの通知もあり、選挙管理委
員会としては、選挙啓発と営利活動は分けて行う必要があると考えていますので、引き続き
他市町村の動向を注視しながら慎重に検討していきます。

選挙管理委員会書記長

　

本
市
で
は
、
道
路
の
幅
員
が
狭
く
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障
が
あ

る
道
路
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
市
道
延
長
お
よ
び
舗
装
率
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
必
要
な
道
路
の
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
道
の
整
備
要
望
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

個
々
の
市
民
か
ら
の
要
望
に
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

市
道
の
整
備
状
況
は

椎
野

椎
野

行
政
区
関
係
者
と
の
連
携
を
密
に
、
地

権
者
の
意
向
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応

筧
市
長

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
実
延
長
約
１
，
８
８
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
舗
装
率
60
・
５
％
で
す
。
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
必
要

な
道
路
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
は
、
45
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
未
舗
装
道
路
お
よ
び
道
路
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
は
、
林
道
、

農
道
な
ど
の
住
宅
地
以
外
の
道
路
も
含
ま
れ
て
お
り
、
市
民
が
身
近
に
感
じ
る

住
宅
地
内
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
舗
装
済
み
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
拡
幅
は
、
用
地
買
収
等
が
伴
う
た
め
、
な
る
べ
く

地
権
者
の
理
解
を
得
て
い
た
だ
き
、
区
長
要
望
で
申
請
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
故
が
多
発
す
る
な
ど
危
険
性
が
伴
う
場
合

は
、
個
人
要
望
や
市
の
判
断
で
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
木
管
理
部
長

土
木
管
理
部
長

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
よ
く
道
路
拡
幅
工
事
を
進
め
る
た
め

に
は
、
現
在
の
よ
う
に
行
政
区
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
区
関
係
者
と
の
連
携
を
密

に
行
い
、
地
権
者
の
意
向
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

選挙管理委員会書記長



一
般
質
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12稲敷市議会だより　第67号

中 村 三 郎
議　員

特定外来生物ナガエツルノゲイトウ
の対応は

積極的に対策、支援を講じていく筧市長

　新利根川や農業用水路に異常発生している特定外来生物

ナガエツルノゲイトウについて、稲敷市議会では、市民に

対する啓蒙の推進、対策への理解、さらに、国、県などの協力体

制および予算の確保を求める要望書を市長に提出し、その後市長、議長をはじめ、近隣の町

村長や関係団体で国や県へ要望に行かれたが、その後の具体的な動向について伺う。

中村

　本市では、生息状況の調査、把握をするとともに、ナガエツルノゲイトウがパイプ
ライン等から農地に入り込まないよう、パイプラインの出水口にネットを設置したり、

農地や畦畔で繁殖しているような場合には、刈り払いせずに除草剤で対処するよう、広報紙
やホームページで周知を図っています。また、農政課、環境課、建設課等、庁内横断的に対
策会議を行うとともに、普及センターや農協とも連携し、生息状況の調査、農薬の圃場実験
を行っています。その他、稲敷市環境審議会でも農研機構を迎えて研修を行っている状況で
す。そして、国、県への支援要請ですが、８月５日に議長との連名で県知事宛てに、また同
月 19 日に河内町長、美浦村長およびＪＡ稲敷、ＪＡ水郷つくばの組合長連名で、農林水産
副大臣並びに国土交通省水管理国土保全局長にナガエツルノゲイトウに対する緊急的および
継続的な対策に関する要望書を提出しました。その後の県や国の具体的な動きですが、まず、
茨城県県南農林事務所管内全ての市町村および土地改良区、ＪＡが会員となって、県南地域
ナガエツルノゲイトウ対策連絡会議が発足し、10月 13 日に第１回の対策連絡会議が開催さ
れ、現状と対策などについて情報の共有がなされました。
　また、国においても、10月 15 日に環境省、農水省、国交省が主体となって、全国の公的
機関に対し、ナガエツルノゲイトウに係る全国会議が開催され、12 月にも勉強会が開催さ
れる予定です。11月 18 日には、霞ケ浦河川事務所長及び利根川下流河川事務所長が来庁し、
来年、市内の新利根川下流において、
試験的にナガエツルノゲイトウの防除
実験を行う旨、報告を受けています。
このように動き出したばかりですが、
地域、国、県、他の自治体、関係機関
と連携し、住民生活にまで支障が拡大
する前に、積極的に対策、支援を講じ
ていきたいと考えています。

市長

「ナガエツルノゲイトウ」の対策について（市HP）



市
政
を
問
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竹 神 裕 輔
議　員

民間事業者による合理的配慮の法
的義務化への施策・体制づくりは

相談窓口の充実や国の動向
に注視して対応していきたい

保健福祉部長

　今年６月４日に公布された、「改正障がい者差別解消法」
では、事業者による社会的障壁の除去の実施に係る必要か

つ合理的な配慮の提供の義務化、国と地方公共団体との連携協力
の責務の追加、差別相談に対応する人材を育成・確保する責務の明
確化、情報の収集や整理および提供に努めるものとすることが盛

り込まれた。改正法は、障がいのある方、ない方との共生を目指したものであるため、地域協
議会の構築が必要と考えるが、これまでどのような検討がなされたのか。また、障がい者差
別の相談、紛争を解決するためのネットワークの構築について、どのように考えているか伺う。

竹神

　人材の育成と確保、専門相談窓口の設置状況について伺う。

　民間事業者による合理的配慮の法的義務化に対する施策、体制づくりは、現在どの
ように検討されているのか伺う。

　相談実績や対応事例等の収集および公表について伺う。

　改正法の施行に合わせて、「稲敷市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する
対応要領」の見直しが必要と考えるが見解を伺う。

竹神

竹神

竹神

竹神

　地域自立支援協議会の全体会議において、障がい者差別について協議を
行ったものの、部会を設けるまでには至っておらず、再度、部会設置に向

けて協議を行い、併せて紛争解決のネットワーク構築に向けた検討をしていきます。

　社会福祉課の障がい福祉担当に、障がい者差別の解消に関する知識・経
験等の専門性を有した社会福祉士・精神保健福祉士の両資格を有する専門

職員１名が、相談業務に当たっているほか、精神保健福祉士１名を含め５名の職員で相談体
制を取っています。人材の育成については、改正法の研修会に参加し、専門知識および対応
の習得に努めています。

　広報紙やホームページを通して合理的配慮の法的義務化について、理解
が深まるよう啓発に努めたいと考えています。また、民間事業者による合

理的配慮の法的義務化に対する施策、体制づくりの検討については、相談窓口の充実や国の
動向に注視して対応していきます。

　平成 28 年の法律施行から障がい者差別に関する相談報告は、現在のと
ころまで確認されていませんが、今後は相談や対応事例があった場合は、

ケースごとにまとめ、事例データの公表を検討していきます。

　改正法を踏まえ、不当な差別的取扱いの基本的な考え方や不当な差別的
取扱いの具体例、合理的配慮の基本的な考え方などの留意事項について、

職員がよりきめ細やかな対応ができるような内容を検討し、まとまり次第、新たな対応要領
の制定を行います。

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長
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浅 野 信 行
議　員

市の耕作放棄地対策は
市としてできる支援を検討筧市長

　近年、鳥獣被害が増えている。原因の一つに耕作放棄地
対策の遅れがあると考えるが、耕作放棄地の現状と対策を

伺う。

　今後どのような対策を考えているのか、また本市も全国の様々な事例を参考にし、
対策を講じる考えはないか伺う。

浅野

浅野

　本市の耕作放棄地は、ここ３か年で 58ha 増
加しています。

　対策として農地の担い手の集積、集約や、基盤整備事業を実施
し、圃場条件の改善を図っています。一方、すでに耕作放棄地となってしまった圃場には、
昨年度より耕作放棄地再生事業補助金制度を実施し、再生に要する経費の一部を助成してい
ます。

　今後は単一的なものではなく、農業に対する総合的な視点から支援して
いく必要があると考えます。

地域振興部長

地域振興部長
　地権者や耕作者の理解が得られ、実現が可能な支援について検討します。市長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
と
今
後
の
利
便
性
向
上
の
取
組

み
を
伺
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
メ
リ
ッ
ト
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
伺
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
を
利
用
し
た
自

治
体
独
自
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
状
は

浅
野

浅
野

浅
野

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
を
高

め
、
利
活
用
を
促
進
し
た
い

筧
市
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
安
全
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
を

構
築
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
の
普
及
を
図
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
令
和
３
年
10
月

末
現
在
で
１
２
，
９
２
６
枚
、
交
付
率
は
32
・
５
％
で
す
。

申
請
お
よ
び
交
付
の
利
便
性
向
上
の
取
組
み
と
し
て
、
予

約
制
に
よ
る
日
曜
日
の
臨
時
交
付
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
顔
写
真

撮
影
な
ど
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
週
木
曜
日
に
東
支
所

に
お
い
て
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
い
、
市
役
所
へ
行
か
な
く
て
も
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、

印
鑑
証
明
、
税
証
明
が
取
得
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
紛
失
し
た
場
合
の
利
用
停
止
や
個
人
情
報
の
漏
洩
防
止
な
ど
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の
活
用
に
つ
い
て
は
、今
後
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
活
用
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

行
政
経
営
部
長
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根 本　 浩
議　員

市内の学校跡地の利活用は
市民のニーズを把握し、地域資源
を活用しながら整備等を推進

教育部長

　廃校となった学校跡地の利活用方法について伺う。ま
た、高齢者も楽しめるパターゴルフ場やターゲットバード

ゴルフ場を造ることを利活用方法の案として考えるがいかがか。

根本

　教育委員会においても、学校跡地の利活用方法に
ついてはさらなる検討が必要であると認識していま

す。また、本市が管理する体育施設の大半が整備後 30 年を経過しており、再編を含めた整
備が急務です。さらに各施設とも特に日中の空き時間が多く、利用率が低い状況もあり、有
効活用のための取組みが必要です。こうした状況下で、パターゴルフや、オリンピック・パ
ラリンピックで注目されたニュースポーツなど、学校跡地を活用し推進することも検討が必
要と考えます。今後、市民のニーズを把握し、地域資源を活用しながら施設改修や再編整備
を推進していきます。

教育部長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
下
落
の
影
響
を
受
け
本
年
度
は
米
価
が
著
し
く
下
落
し
た
が
、
稲

作
農
家
が
今
後
も
営
農
し
て
行
け
る
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
今
後
も
米
価
安

定
の
た
め
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
稲
作
農
家
の
減
収
対

策
は

根
本

国
の
動
向
を
注
視
し
、
支
援
制
度
の
設
計
を
進
め

た
い

筧
市
長

　

主
食
用
米
の
取
引
価
格
は
２
年
連
続
で
下
落
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
米
価
が
上
昇
す
る

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
米
価
安
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
主
食
用
米
の
生
産
調
整
で
あ
り
、
い
か

に
戦
略
作
物
等
へ
の
転
換
を
進
め
ら
れ
る
か
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
国
・
県
と
連
携
し
戦
略
作
物
等
へ
の
転
換
を
推
進
し
、
経
営
所
得

安
定
対
策
を
進
め
る
た
め
に
、
現
在
の
交
付
金
、
補
助
金
を
維
持
す

る
方
向
で
稲
作
農
家
の
収
入
安
定
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
価
の
価
格
変
動
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
も
ら

う
対
策
と
し
て
「
収
入
保
険
」
や
「
ナ
ラ
シ
対
策
※
」
に
加
入
し
て

も
ら
う
こ
と
も
改
め
て
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
振
興
部
長

　

稲
作
生
産
は
本
市
の
主
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
稲
作
農
家
の
収
入
増
加
と
安
定
を

図
る
こ
と
は
経
済
政
策
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
、
稲
作
生
産
は
コ
メ
需
要
の
慢
性
的
な
落
ち
込
み
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
苦

し
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
状
況
を
克
服
し
、
発
展
軌
道
に
向
か
わ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
国
の
予
算
成
立
の
動
向
を
注
視
し
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
制
度
設
計
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

※
ナ
ラ
シ
対
策
と
は

　

米
な
ど
の
販
売
収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
際
の
保
険
的
制
度
の
こ
と
。
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支
援

策
の
制
度
設
計
に

着
手

山 口 清 吉
議　員

加齢性難聴の補聴器購入助成は

会計年度任用職員の状況は

　認知症の予防、高齢者の生活を支援し社会参加を促進す
るため補聴器購入費を助成する考えがないか伺う。

　本市の会計年度任用職員数と配属について伺う。また、職員は正規職員で採用すべ
きであると考えるが、同一労働、同一賃金で対応した会計年度任用職員の効率的な任

用について伺う。

山口

山口

他市町村の状況等をふまえ検討保健福祉部長

　加齢性難聴における補聴器による聴力の補正
は、認知症予防として有効なものと考えていま

す。現在の補聴器の購入補助は、聴力が高度難聴レベルの障がい
程度に該当する場合や、障害者手帳の交付対象とならない軽度・
中等度難聴の児童に対し、補聴器購入経費の一部を補助していま
す。加齢性難聴者の補聴器購入費の助成については、今後、他市
町村の状況等の情報収集をしながら検討をしていきます。

　会計年度任用職員数は、令和３年３月末現在 265 名、全職員の 39.3％
です。配属部署については、教育委員会 191 名、保健福祉部 31 名、市民

生活部 21 名、地域振興部 17 名、行政経営部２名、土木管理部１名、議会事務局１名、会
計課１名となっています。
　平成17年の町村合併以降、行政改革の一環として定員適正化計画を策定し計画的に職員の
定員管理を図っており、持続可能な行財政運営を行うための財政規模の検討とともに、会計年度
任用職員等の効率的な任用を進めていきます。

保健福祉部長

行政経営部長

　

農
業
者
の
生
産
意
欲

を
喚
起
す
る
た
め
に
、

生
産
コ
ス
ト
と
生
産
者
米
価
の

差
額
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

米
価
暴
落
に
対

す
る
対
策
は

山
口

　

農
家
も

一
事
業
者

で
あ
り
、
経
営
継
続
、
再
建

の
た
め
の
公
的
支
援
に
つ
い
て

他
の
産
業
の
事
業
者
と
同
様
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
の
生
産
意
欲
を
喚
起
す

る
た
め
、
米
価
下
落
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て
制
度
設
計
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

安定的な行政サービス提供を検討する筧市長

　本市は合併以降、定員適正化計画により 100 名以上の定員が削減され、その間、
国県からの権限移譲をはじめ行政サービスの多様化や高度化により年々職員負担は大

きくなっており、その結果、会計年度任用職員による支援的業務を担う職員が増加したもの
と考えています。安定的な行政サービスを提供し続けるために、すべての業務量調査等を行
い、今後組織としての在り方等を検討していきます。

市長



常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

17 稲敷市議会だより　第67号

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
経
年
劣
化
に
伴
う
修
繕

費
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

生
涯
学
習
課
所
管
で
は
、
新
利
根
公
民

館
の
非
常
放
送
設
備
と
自
動
火
災
報
知
設

備
の
補
修
工
事
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
玄
関
前
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
式

ブ
ロ
ッ
ク
の
補
修
工
事
の
補
正
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
管
で
は
、

ガ
ス
供
給
に
係
る
調
整
器
ガ
バ
ナ
ー
の
交

換
に
係
る
費
用
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
か
ら
は
、
故
障
し
た
２
階
の
空

調
設
備
の
改
修
工
事
を
新
年
度
当
初
に
終

わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
度

内
に
実
施
設
計
を
行
う
た
め
の
委
託
料
の

補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
６
号　

財
産
の
無
償
貸
付

に
つ
い
て
は
、
教
育
政
策
課
か
ら
、
認
定

こ
ど
も
園
つ
ば
さ
に
係
る
協
定
書
に
基
づ

き
、
就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
及
び

保
育
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
社

会
福
祉
法
人
愛
親
会
に
対
し
「
認
定
こ
ど

も
園
つ
ば
さ
」
の
用
地
と
し
て
貸
し
付
け

て
い
る
市
有
地
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
18
年
３
月
31
日
ま
で
、

無
償
で
貸
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
公
立
と
同
等
の
就
学

前
教
育
・
保
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
行
っ
て
い
く
よ
う
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
２
議
案
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

帯
数
増
加
に
伴
い
扶
助
費
３
，
１
０
０
万

円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
福
祉
課
所
管
で
は
、
高
齢
者
等
買

物
支
援
事
業
の
補
助
金
２
０
０
万
円
と
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
係
る
市
の

負
担
分
１
，
２
５
７
万
５
千
円
を
追
加
補

正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
ど
も
支
援
課
所
管
で
は
、
児
童
扶
養

手
当
支
給
事
業
等
の
令
和
２
年
度
精
算
に

伴
う
国
、
県
へ
の
返
還
金
と
中
学
卒
業
応

援
商
品
券
交
付
事
業
等
を
合
わ
せ
、
１
，

８
５
８
万
５
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
課
所
管
で
は
、
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
、
予
防
接
種
事

業
費
、
保
健
セ
ン
タ
ー
修
繕
費
等
、
１
，

９
９
４
万
５
千
円
の
追
加
補
正
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
１
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
分
の
返
還

金
の
確
定
に
伴
い
３
５
万
３
千
円
を
追
加

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
２
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
等
へ
の
介
護
認
定
調
査
委
託
料
等
９
，

７
０
３
万
６
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
３
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）、
並
び
に
議
案
第
１
０
４
号　

令
和
３
年
度
稲
敷
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
含
め

た
６
議
案
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

竹
神　

裕
輔　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
、

２
議
案
の
審
査
経
過
の
概
要
並
び
に
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
０
号　

令
和
３
年
度 

稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の

審
査
で
は
、
企
画
財
政
課
よ
り
７
億
７
，

３
８
５
万
円
の
増
額
補
正
と
繰
越
明
許
費

の
設
定
と
債
務
負
担
行
為
の
追
加
、
及
び

地
方
債
の
補
正
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
課
所
管
で
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
お
け
る
浸
水
想
定
区
域
内
の
浸
水
深

看
板
設
置
に
係
る
経
費
で
、
市
内
１
０
０

カ
所
の
電
柱
看
板
と
想
定
浸
水
深
表
示

テ
ー
プ
、
公
共
施
設
21
箇
所
に
お
け
る
表

示
看
板
設
置
費
用
の
補
正
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
政
策
課
所
管
で
は
、
東
地
区
小
学

校
の
再
編
に
係
る
、
基
本
計
画
策
定
の
た

め
の
委
託
料
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
委
員
か
ら
は
、
保
護
者
や
地
元
住

民
の
意
見
を
十
分
聴
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
べ
き
と
の
意
見
や
、
当
初
の
学
校
再
編

計
画
か
ら
期
間
も
経
ち
、
再
編
内
容
に
も

変
更
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

学
校
適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て
も
、
今
後

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
務
管
理
課
所
管
で
は
、
認
定
こ
ど
も

園
つ
ば
さ
の
増
築
工
事
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
増
築
内

容
の
変
更
と
、
公
私
連
携
協
定
に
よ
る
施

設
整
備
の
上
乗
せ
に
伴
う
私
立
認
定
こ
ど

も
園
施
設
整
備
補
助
金
等
の
補
正
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

指
導
室
所
管
で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の

委
員
長　

中
沢　
　

仁　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た

６
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
99
号　

稲
敷
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
健
康
保

険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
う

産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
０
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
う

ち
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て
の
、
主

な
審
査
経
過
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
窓
口
課
所
管
で
は
、個
人
番
号
カ
ー

ド
普
及
促
進
の
た
め
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
に

か
か
る
顔
写
真
撮
影
用
機
材
等
の
購
入
費

５
７
万
３
千
円
の
追
加
補
正
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
険
年
金
課
所
管
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
１
０
万
３
千
円

を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

税
務
課
所
管
で
は
、
市
県
民
税
申
告
相

談
受
付
を
予
約
制
に
す
る
た
め
の
委
託
料

等
、
１
９
６
万
３
千
円
を
追
加
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
課
所
管
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

駆
除
の
増
加
に
よ
り
、
作
業
取
り
扱
い
手

数
料
２
７
４
万
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
課
及
び
人
権
推
進
室
課
所
管

で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
の
利

用
件
数
増
加
に
と
も
な
う
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
を
７
，
０
０
０
万
円
、
ま
た
、
小
角
地

区
児
童
公
園
遊
具
の
修
繕
費
８
８
万
８
千

円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
福
祉
課
所
管
で
は
、
生
活
保
護
世
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

黒
田　

茂
勝

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た

４
議
案
お
よ
び
請
願
１
件
に
関
す
る
審
査

経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
０
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ

い
て
は
、

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
所
管
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
２
８
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
、
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
で
の
新
規

就
農
を
目
指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
費
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
政
課
所
管
で
は
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
国
・
県
へ
の
返
還
金

３
，
９
６
５
万
６
千
円
お
よ
び
、
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
事
業
に
お
い
て
、
当
初
予

算
額
を
上
回
る
補
助
金
希
望
者
が
あ
り
、

７
１
７
万
７
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
の
取
組
み

を
今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
所
管
で
は
、
歳
入
で
、
茨

城
県
災
害
対
策
融
資
利
子
補
給
金
補
助
金

に
３
０
４
万
６
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、

令
和
元
年
度
の
台
風
15
号
お
よ
び
19
号
に

よ
り
被
災
し
た
、
中
小
企
業
の
事
業
再
建

に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
「
茨
城
県
災

害
対
策
融
資
制
度
」
に
お
け
る
、
利
子
補

給
金
で
、
歳
出
で
は
、
商
工
業
振
興
事
務

費
６
１
０
万
３
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、

「
茨
城
県
災
害
対
策
融
資
制
度
」
で
、
本
市

が
負
担
す
る
利
子
補
給
お
よ
び
信
用
保
証

料
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
課
所
管
で
は
、
合
併
特
例
債
対
象

事
業
で
、
５
億
１
，
２
６
０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
、
市
道
（
江
）
１

－

22
号

線
・
稲
敷
工
業
団
地
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に

お
け
る
、
令
和
４
年
度
の
工
事
発
注
分
の

一
部
工
事
請
負
費
等
お
よ
び
市
道
（
江
）

５
１
２
９
号
線
・
衛
生
土
木
組
合
前
の
整

備
工
事
請
負
費
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
５
号　

令
和
３
年
度
稲
敷

市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
は
、
収
入
で
は
、
下
水
道
事
業

債
で
既
決
予
定
額
に
６
７
０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
、
阿
波
西
部
処
理
場
の
汚
泥

供
給
ポ
ン
プ
の
更
新
工
事
で
、
財
源
を
企

業
債
で
賄
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
支
出
で
は
、
農
業
集
落
排
水

施
設
更
新
費
で
既
決
予
定
額
に
３
９
９
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
７
号　

市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
市
道
（
江
）
３
５
８
２
号

線 

お
よ
び 

市
道
（
江
）
５
４
４
３
号
線

を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
８
号　

市
道
路
線
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
市
道
（
江
）
３
２
７
４
号

線
お
よ
び
市
道
（
新
）
１
０
４
６
号
線
の

終
点
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

４
件
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

研
修
日:

令
和
３
年
11
月
19
日

研
修
先:

図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料

館
（
八
千
石
）、
東
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
結
佐
）

　

当
委
員
会
は
、
図
書
館
の
利
用
状

況
お
よ
び
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料

館
の
施
設
管
理
状
況
、
並
び
に
東
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
米
飯
給

食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
今
年
11
月
1
日
よ

り
開
始
さ
れ
た
電
子
図
書
館
の
概
要

と
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
図
書
館
長

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
だ
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と

か
ら
、
利
用
率
は
低
い
状
況
と
は
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
、
登
録
者
数
を
増
や

す
た
め
、
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
、
ま
た

蔵
書
点
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
魅

力
あ
る
電
子
図
書
館
と
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
数
の
拡
大
に
努
め
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
管
理
状
況
の
確
認

を
行
う
た
め
、
図
書
館
及
び
歴
史
民

俗
資
料
館
の
館
内
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
開
館
か
ら
29
年
が
過
ぎ
、
図
書

館
側
２
階
の
空
調
設
備
が
、
経
年
劣

化
に
よ
る
故
障
に
よ
り
、
水
漏
れ
が

発
生
し
た
た
め
、
今
年
度
に
実
施
設

計
を
行
い
、
来
年
度
の
夏
前
ま
で
に

空
調
設
備
の
修
繕
を
行
い
た
い
旨
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
、
米
飯

給
食
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
、
委
員
に
よ
る
給
食
の
試
食
を
行
い
ま

し
た
。

総務教育常任委員会視察報告
電子図書館についての説明

貸出す本および館内で読まれた本は
図書除菌器にて殺菌できる



議会改革調査特別委員会よりお知らせ
　稲敷市議会では、より公平・公正・透明な議会運営と市民に開かれた議会づくりを進めていま
す。このたび、「稲敷市議会基本条例（素案）」に対するパブリックコメントを実施しましたところ、
ご意見等はございませんでした。
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　市議会議員は、公職選挙法により「政治団体や親族に対するもの」及び「政治教育集会などに
関する必要やむを得ない実費の補償（食事は提供できません）」を除く寄附行為が禁止されています。

　また、政治家の後援団体の寄附も同様に禁止されています。（同法第199条の5）
なお、政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行うときは罰則が適用されない
場合があります。

例
１　年賀状、暑中見舞い等の時候の挨拶状（答礼のための自筆を除く）
２　祭り、地域の行事やスポーツ大会への飲食物の差し入れ
３　地区の集会や催し物への寸志や飲食物の差し入れ
４　各団体からの案内に対する寄附行為
　　※参加者全員が会費を負担している場合に同額を負担する場合の会費を除く
５　落成式、開店祝、葬儀の花輪、供花
６　病気見舞い
７　お中元やお歳暮
８　入学祝や卒業祝
　等の寄附行為等が禁止の対象となっています。（公職選挙法第199条の2など）

議員の寄附行為禁止について

（ 表　　紙 ）
年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０‒

０
５
９
５　

稲
敷
市
犬
塚
１
５
７
０
番
地
１　

☎
０
２
９‒

８
９
２‒

２
０
０
０
（
代
表
）

月3 1 日火となります。

次回定例会開会予定は

※変更になる場合があります。
●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階 議会議場
　（稲敷市犬塚 1570 番地１）
●電話：029-892-2000（代表）
FAX：029-893-1573

委
員
長　
　

寺　

﨑　

久
美
子

副
委
員
長　
　

沼　

﨑　

孝　

雄

委　
　

員　
　

山　

口　

清　

吉

委　
　

員　
　

竹　

神　

裕　

輔

委　
　

員　
　

黒　

田　

茂　

勝

委　
　

員　
　

中　

沢　
　
　

仁

市議会ホームページをご覧ください
稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/
スマホアプリ「マチイロ」で議会だよりがご覧になれます。 

稲敷市議会 検索

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
再生紙を使用しています。

　

令
和
４
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
未
だ
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
次
々
と
現
れ
る
新
た
な

変
異
株
に
世
界
中
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
た
ち
人
類
は
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
で
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
貧
困
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
成
長
・

雇
用
、
気
候
変
動
な
ど
、
17
の
目
標
を
提

示
し
て
い
ま
す
。
近
頃
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
す
が
、
聞
け
ば
当
た
り
前
の
事
ば
か

り
。
し
か
し
、
こ
の
当
た
り
前
の
事
が
今

の
世
界
に
は
難
し
い
。
全
て
を
実
現
す
る

に
は
気
の
遠
く
な
る
時
間
が
必
要
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
で
は
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
次
の
世
代
の
人
々
の
為
に
、「
身

近
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
小
さ
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」、

皆
さ
ん
も
私
と
一
緒
に
心
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
稲
敷
市
民

皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
黒
田　

茂
勝　

記
）

ご理解とご協力をお願い申し上げます

～ 傍聴をご希望の皆様へ ～
新型コロナウイルス感染症流行期間が収束するまでの間、市議会の会議（本会議、
委員会、全員協議会等）、の際には、議員・職員はマスク等を着用します。（議場に
はアクリル板を設置しています。）

傍聴席入口に設置のアルコール消毒液で手指を消毒のう
え、他の傍聴者との間隔をとった着席にご協力ください。

マスクを着用いただき、傍聴受付時の検温にご協
力ください。

１

2

3

新型コロナウイルス感染症の
流行下における本市議会の対応について

検温の様子アクリル板の設置

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受け付けています。
①受付時間は午前８時 30 分から
②傍聴の予約はできません
③傍聴席は新型コロナウイルス感染症対策期間中は
25席（他、報道関係８席）
　車椅子スペース３席程度
④傍聴の際は、マスクを着用いただき、傍聴受付時
の検温と手指のアルコール消毒にご協力ください。
⑤庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います
　次回の詳しい日程については、議会事務局までお
問い合わせください。

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか


